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経
』

は
『

宝

性
論
』

の

方
に

完
全
に
一

致
し
、

両
者
の

「

然

有
煩
惱
有
煩

惱
染
心

。

」

（

→
し。

广

゜・

甥
 ）

と

い

う

部
分
は

「
仏
性
論
』

に

は

引
用

さ
れ

な
い

。

自
性
清
浄
心
は

煩
悩
に

染
汚
さ
れ

な
い

と

い

う
点
は

三

者
共
通
だ

が
、

な

お

煩
悩
と

煩

悩
に

染
め

ら

れ
る

心
が

存
在
す
る

と

い

う

衆
生
の

在

り

方
に

関
す
る

部
分
は、

『

勝

鬘
経
』

と

『

宝

性
論
』

に

し

か

見
ら

れ
な

い

こ

と

か

ら、

や

は

り
『

仏

性
論
』

は
煩
悩
が

自
性
清
浄
心
を

染
汚
で

き

な
い

と

い

う

点
の

み

を

強
調
し
て

い

る

こ

と
が
わ
か

る
。

最
後
は

九
種
煩

悩
を

説
く

部
分
（
第
九

義、

『

宝

性
論
』

で

は

無
量

煩
惱
所

纏
品
）

で

あ

る
。

両
論

書
と

も

直
前
の

部
分
で

は

九
種
煩
悩
の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

説

き、

直
後
の

部
分
で

は

九
種
煩
悩
と

四

種
衆
生
と

の

対

応
関
係
を

説
く
と

い

う
前
後
関
係
は
「

致
し

て

い

る
。

し
か

し

『

宝
性
論
』

で

は

こ

れ

ら
の

間
に

、

「

有
如

是
無
量

無
邊
煩
惱
纏
如
來

藏
故。

言

無
量

煩

惱
藏
所

纒
如

來
藏

。

」

（
白、
ω

押

G 。

鵯
o）

と

い

う

如
来
蔵
に

言

及
す
る

部
分
が

挿
入
さ
れ

る
。

『

仏

性
論
」

に

は

対
応

箇
所
が
な

い

こ

と

か

ら
、

こ

こ

で

も

『

宝

性

論
』

の

方
が

、

よ

り
如
来
蔵
に

関
す
る

記
述
が

厚
い

と

言
え
る

。

　

以
上
の

比

較
か

ら、

『

宝

性
論
』

は

衆
生
の

現

実
態
が

客
塵
煩

悩
と

不

離
で

あ
り、

そ

れ

こ

そ

が
如
来
蔵
で

あ
る

と

読
み

手
に

再
三

注
意
を

促
し

て

い

る

の

に

対
し

て、

『

仏

性
論
』

で

は

そ
の

部
分
が

削

除
さ

れ
、

あ
く

ま
で

も
衆
生
の

自
性
清
浄
心
を

強
調
す
る

こ

と

に

主

眼
を

置
い

て

い

る

こ

と

が

わ
か
る

。

つ

ま

り
、

イ
ン

ド

如
来
蔵
思
想
は
客
塵

煩
悩
と

自
性
清
浄

心
が

同
時
に

存

在
す
る

と

い

う
難

解
な
思

想
で

あ
っ

た
が
、

中
国
に

受
容

さ
れ
る

過
程
で

そ
の

難
解
性
は

取
り

除
か

れ
、

よ

り
シ

ン

プ
ル

で

楽
観
的

な

思
想
へ

と

変

容
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

『

仏
性
論
』

が

中
国
で

造

論
さ

れ
た
な
ら

ば
、

そ

の

改

作
に

は

客
塵
熕
悩
に

関
す
る

部
分
を
省
く

こ

と

に

よ

っ

て、

衆
生
の

自
性

清
浄
心
を

よ

り
強

調
し
よ

う
と

す
る
意
図
が

あ
っ

た
の

で

は

な

い

だ
ろ

う
か

。

し
か

し

厳
密
な

結
論
を
出
す

に

は
、

『

宝
性

論
」

梵
本
も

含
め

た、

さ

ら

に

包
括
的
な

比
較
が

必、
娑
で

あ

る
。

ま

た

他

の

如
来
蔵
系
文
献
や
中
国
思
想
を
も

含
め

て

考
察
し

な

け
れ

ば
、

イ

ン

ド

如

来
蔵
思
想
と

中
国
如
来
蔵
思
想
の

相
違
の

背
景
は

ト
分
に

は

得
ら
れ

な

い

だ
ろ

う
。

徳
一

『

真
言
宗
未
決
文
』

つ

い

て

〈

即

身
成
仏
疑
〉

に

環

栄
　
賢

　
『

未
決
』

は、

徳
一

が
、

空

海
に

対
し

て
、

率
直
に

な

げ
か

け

た

疑
問

で

は
あ
る

が
、

そ
の

中
で

も、

〈

第
三

即
身
成
仏
疑
V

は、

即

身
成
仏
の

問
題
を
、

最
も

深
く、

教
理

的
思
想

的
問
題
に

斬
り

込
ん

だ
も
の

と

し

て

注

目
に

値
す
る

と、

末
木
文
美
士
氏
は

述
べ

て

い

る

が、

私
も

そ
の

よ
う

に

思

う
。

又、

空
海
が

反

論
し

た

『

秘
密
曼

奈

羅

教
付
法

伝」

の

文

章

も、

真
言
宗
の

中
で

も、

即
身

成
仏
思
想
の

発
展
を

考
え
る

上
で

非
常
に

注

目
す
べ

き

も

の

で

あ
る

。

　
初
期
の

空

海
と

徳
］

と
の

交

流
を

知
る

の

は、

弘
仁
六

年
（

八
一

五

年）
．

二

月
二

十
六

日
と

有
る

書
状
や、

弘

仁
六
年
四

月
五
口
の

書
状
が

有

る
。

　
弘
仁
六

年
四

月
五

日
の

書
状
に

は、

陸

州
の

徳
…

宛
と
あ
る

か

ら
、

当

時、

徳
］

は

会

津
で

は
な

く
常
陸
に

い

た

事
が
わ
か

り、

非
常
に

て

い

ね

い

に

礼
を
つ

く

し
て
、

徳
一

に

協
力
を

求
め

て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

又
、

『

性
霊

集
』

巻
の

九
に、

い

わ
ゆ

る

『

勧
縁
疏
』

と

呼
ば

れ

て

い

る

356（1448）
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文
が

有
る

。

非
常
に

頭
を
低
く
た

れ
て
、

自
己

紹
介
を

し、

弟
子
の、

康

守
と

安
行
を

つ

か

わ

し
て
、

徳
一

の

協
力
を

求
め

て

い

る
。

　
未
木
氏
と

苫
米
地
誠
一

氏
と
の

間
に
、

若

干
の

違
い

は

有
る

が、

苫
米

地
氏
は

、

『

未
決
』

は
空

海
の

『

勧
縁

疏
』

以

前
の

作
と

説
き、

又、

『

未

泱
』

は、

空

海
の

『

付
法
伝
』

以

前
と

説
い

て

い

る
。

　
内
容
に

つ

い

て

言
え
ば

、

徳
一

が
、

空
海
の

ど
こ

ま

で

を
見
て
、

こ

の

『

未
決
』

が

書
か

れ

た

の

か
、

く
わ

し
い

こ

と
は

分
ら
な

い

が
、

少
な
く

と

も
、

引
用
さ

れ

て

い

る

『

菩
提

心

論
』

等
は

、

空

海
の

『

御
諸
来
目

録
』

に

有
り、

そ
れ

以
後

、

お

そ
ら
く、

空
海
よ
り、

徳
一

に

与
え
ら
れ

た

も
の

と

考
え
て

も
よ
い

か

も
知
れ
な
い

。

　
真
言
宗
に

は

「

行
」

と

「

慈
悲
」

を

欠
い

て

る
と

い

う

疑
い

に

つ

い

て

考
え
て

み
れ
ば、

徳
一

は、

「

経
」

と

「

論
」

と

を

分
け

て、

菩
薩
の

論

師
は

「

経
」

に

な
い

こ

と

を

述
べ
、

そ
の

「

論
」

に

随
う
の

を

疑
問
と

し

て

い

る

が
、

徳
】

は

「

行
」

が

具
わ
っ

て

な

い

と

批
判
す
る

け
れ

ど

も、

『

大
日
経
』

住
心
品

第
一

の

初
め

の

偈
に

「

無
量
智
を

成
就
し

、

正

等
覚

を

顕
現
す。

供

養
行
を

修
行
し
て

、

是
よ

り
始
め

て

発
心

す
。

」

と

有
る

の

で
、

か

な

ら
ず
し
も

徳
一

の

論
難
は、

あ
た

っ

て

は

い

な
い

と

思

わ
れ

る
。

　
又

、

徳
一

は、

「

慈
悲
」

を
欠
く、

と

言
っ

て

い

る

が
、

『

大
日

経
』

住

心

品
第
一

に
、

「

菩
薩
心
を

因
と

為
し、

悲

を

根
本
と

為

し、

方

便
を

究

意
と

為
す
。

」

と

有
る

の

で
、

こ

れ
も

、

徳
一

の

論
難
が

か

な

ら

ず

し
も

あ
た

っ

て

い

な
い

と

思
わ

れ
る

。

又
、

「

今
真
言
の

修
行
者
は、

凡
位
か

ら

仏
位
に

入
る
こ

と
が

で

き

る

か

ら
、

十
地
の

菩
薩
の

境
地
を
も
超

越
す

る

の

で

あ
る

、

と

言
っ

た
の

は、

菩
薩
の

示

現
と

点
に

よ

っ

て

説
い

て

い

る

の

で

あ

り、

真
実
の

菩
薩
で

は
な
い

と

知
る
べ

き

で

あ
る

。

」

と

言
っ

て

い

る
が、

そ

の

後
に

続
く
文
章
に

「

即
ち

凡
天
の

位
を

越
え

て
、

仏
の

所

行
の

所
に

入
り、

如
来
家
に

生

存
し

。

種
族
に

蝦
珀
な

く
、

仏
と

供
に

平

等
な

り、

さ

だ
ん

で

無
上

覚
を
成
す
べ

し
」

と

い

う
文

章
を、

引
用
す

る

の

を

省
略
し
て

い

る
。

　

又
、

徳
一

は、

「

菩

薩
の

十
地
の

行
を

超
越
す
る
」

と

い

う
の

は
、

『

大

日

経
』

の

説
で

は

な

く、

龍
猛
の

説
で

あ
る

と

言
っ

て

い

る

が
、

『

大

目

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ヘ
　
　ヘ
　
　　へ

経
』

住
心
品

第
一

に、

「

百
六

十
心
を

超
え
て、

広
大
の

功

徳
を
生
ず
」

と
、

摩
訶
毘
廬
遮
那
世

尊
が

金
剛
手
に

告
げ
て

言
は

く
…

…

と

い

う
最
初

の

偈
の

中
に

有
る
の

で、

こ

れ

も

又、

徳
一

の

主
張
が、

か

な

ら

ず
し

も

あ
た
っ

て

い

な

い

と

思
わ
れ
る

。

　

又、

徳
→

は、

真
言
行
者
は
、

た

だ
「

観
行
」

の

み

を
お

さ

め

て
、

「

凡
位
か

ら

仏
位
に

入
る

」

と

言
っ

て

い

る

が、

こ

れ

に

つ

い

て

は、

仏

説、

つ

ま

り
「

経
」

に

そ

む
い

て
、

「

論
」

を

信
じ

て

い

る
と

論
難
し

て

い

る

が
、

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

今
こ

の

疑
問
を
未
決
と
い

う
点
を、

私

に

は
、

何
と
も

言
え

な

い

分
ら
な
い

部
分
で

あ
る

。

＝
遍

教
学
の
一

試
論

　

ー
］

向

俊
聖
と

の

比

較
を
中
心
に

i
長

澤

昌

幸

　
は

じ
め

に

　
時

宗
宗
祖
一

遍
（
一

二

三

九

−

＝
一
八

九）

が

活
躍
し
て

い

た

中
世
に

は、

一

遍
と

同
様
に

各
地
を
遊
行
し
念

仏
を

布
教
し
て

い

た

勧
進
聖
が

無
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